
外
来
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
対
応
に
つ
い
て

E 

生

S 

方
言
の
中へ
新
語・
外
来
語
が
入
り乙
む
と
き、
そ
の
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
は

一
体ど
の
よ
う
な
形
を
と
る
の
か。
各
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
規
則
に
し
た
がっ

て
変
形
す
る
の
か。
あ
る
い
は
そ
の
語
の
出
発
地
に
お
け
る
形
の
ま
ま
に
入っ

て
い
く
の
か。

と
の
問
題
を
考
え
る
た
め
の一
つ
の
材
料
に、
真
田
信
治
氏
が
報
告
し
た
昭

和
期
の
新
語
で
あ
る
「
テ
レ
ビ」
と
い
う
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
形
の
全
国
分
布
図

が
あ
る
(
飛
田
良
文
編
著
『
英
米
外
来
語
の
世
界
』

南
雲
堂 、
一

九
八
一
・

一

O)。
真
岡
氏
は、
「
テレ
ビ」
に
つ
い
て
の
各
地
の
ア
ク
セ
ン
ト
形
を
示
し

(
図
参
照)、
次の
よ
う
に
述べ
て
い
る。

中
央
語
と
し
て
の
東
京
語
で
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
・
o
O
形
で
あ
り、
語
頭

の
音
節
が
高
く
発
音
さ
れ
て
い
る。
:::
図
に
よ
れ
ば、
-
O
O
形
の
地
方

は、
関
東、
中
部、
中
国、
お
よ
び
九
州
の
東
部
な
ど
で
あ
る。
と
れ
ら

は、
い
わ
ゆ
る
東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
行
な
わ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
乙
と

が
注
目
さ
れ
よ
う。
な
お、
近
畿
の
周
辺
部
に
は
・
0
0
形
と
0
・
0
形
と

に
ゆ
れ
て
い
る
地
点
が
あ
る。
:::
東
京で
の
・
o
O
形
に
発
音
さ
れ
る
語

は、
「
便
り」
「
兜」
な
ど
の
語
で
あ
る
が、
例
え
ば
「
便
り」
は、
大
阪
や

鹿
児
島で
は
0
・
0
形
に
発
音
さ
れ
て
い
る。
:::
「
テレ
ビ」
の
ア
クセ

ン
ト
は、
と
の
語
群の
ア
クセ
ン
ト
と
各
地
で
非
常
に
よ
く
対
応
す
る
乙
と

は
注
目
すべ
き
事
実で
あ
る。

乙
の
「
テレ
ビ」
の
例
花
見
ら
れ
る
新
入
語
の
ア
クセ
ン
ト
が
方
言
問で
和

語
の
語
類
と
同
様の
対
応
を
示
す
現
象
は、
は
た
し
て
偶
然
な
の
で
あ
ろ
う

かc
小
暮
紀
子
氏
は、
と
の
「
テレ
ビ」
以
外
に
も、
次の
よ
う
な
い
くつ
か

の
対
応
例
が
あ
る
事
実
を
報
告
し
て
い
る。
私
見に
よ
れ
ば、
ζ
れ
は
極
め
て

注
目
に
価
す
る
発
表
で

あ
っ

た
(「
東
西
外
来
語
ア
ク

セ
ン
ト

に
つ
い
て
の
考

察」
日
本
方
言
研
究
会
第
三
四
回
発
表
原
稿
集、
一
九
八
二・
五)。
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語
例(一ニ拍
語
の場合)

東
〔
・
0
0〕

||
西
〔
0
・
0〕

「
ア
ジ
ア、
イン
ド、
ゲ
リ
ラ、
ゴ
リ
ラ、

フ
ラ
ノ、
ロ
シ
ア、
ポ
リス」
な
ど

と
と
ろ
で、
小
暮
氏
の
デ
!
タ
は
平
山
輝
男
編
『
全
国ア
ク
セ
ン
ト
辞
典』

(
東
京
堂
出
版、
一
九
六
0・
六)
に
よっ
て
い
る
が、
上
掲の
「
テ
レ
ビ」

の
京
都で
の
ア
クセ
ン
ト
形
は、
乙
の
辞
典
で
は
東
京
と
同
じ
・
0
0
形
と
さ

れ
て
い
る。
真
田
氏
の
デ
i
タ
と
照
合
す
る
と、
関
西で
は
・
o
O
形
か
ら
0

・
0
形へ
の
変
化が
起
りつ
つ
あ
る
(
対
応
が
整
備
さ
れつ
つ
あ
る
!)
ら
し

い。
ち
な
み
に、
「
テレ
ビ」
よ
り
古い
語
「
ラ
ジ
オ」
の
京
都で
の
ア
クセ

ン
ト
形
は
乙
の
辞
典に
お
い
て
も
すで
に
0
・
0
形
に
表
示
さ
れ
て
い
る。

も
し、
以
上
の
事
実が一
般
化で
き
る
な
ら、
例
え
ば、
漢語聞
に
和
語
に
匹

敵
す
る
対
応
が
あっ
て
も、
そ
れ
は
漢
語
普
及
後
に
東
西の
分
裂
が
生
じ
た
と

い
う
根
拠
に
は
な
り
に
く
い
乙
と
に
な
る。
さ
ら
に
言
え
ば、
和
語
に
見
ら
れ

コ
レ
ラ、
バ
ナ
ナ、
ニ
グロ、
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る
対
応
さ
え
もそ
の
すべ
て
が
祖
語
に
基づ
く
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
か

も
し
れ
な
い。

と
の
現
象の
解
釈
と
し
て
は、
さ
し
あ
た
り、

A、
す
で
に
あ
る
対
応
に
類
推
的
に
引
か
れ
る。

B、
基
本ア
ク
セ
ン
ト
形
の
な
せ
る
わ
ざ、
又
は
あ
る
音
韻
連
続
が
そ
れ
ぞ

れ
の
方
言
で一
定の
形
を
と
り、
そ
れ
が
対
応
に
見
え
る。

の
二
案
が
あ
り
え
よ
う。
外
来
語
の
普
及
後
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
分
裂
し
た
と
は

無
論
言
え
な
い。
し
か
し、
も
しB
を
強
調
す
れ
ば、
漢
語
に
見
ら
れ
る
対
応

は
も
ち
ろ
ん、
和
語
の
対
応
(の一
部)
さ
え
祖
語
と
は
関
係
が
な
い
と
と
に

なっ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か。
と
の
危
険
はA
を
採
る
と
し

て
も
同
様
で
あ
る。
ど
の
よ
う
に
考
え
るべ
き
な
の
か、
諸
賢
の
お
考
え
を
お

伺い
し
た
い。

ζ
の
点の
検
証
は、
ま
ず、
い
わ
ゆ
る
東
西
ア
ク
セ
ン
ト
の
中
で
も
中
心
か

ら
遠
い
も
の、
例
え
ば、
東
北
北
部
の
ア
ク
セ
ン
ト、
{子
和
島の
ア
ク
セ
ン

ト、
北
陸の
ア
ク
セ
ン
ト、
高
知
の
ア
ク
セ
ン
ト、
さ
ら
に
は
九
州
西
南
部
の

ア
ク
セ
ン
ト
な
ど
で
外
来
語
が
ど
う
なっ
て
い
る
か
を
詳
細
に
探
る
こ
と
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
るべ
き
で
あ
ろ
う。
比
較
方
言
学
ひ
い
て
は
比
較
言
語
学の
根

底
に
あ
る
音
韻
対
応
な
る
も
の
を
ど
う
考
え
る
か、
基
本
的
な
点に
も
触
れ
る

極
め
て
興
味
深
い
話
題
と
言
え
る。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
事
実か
と
思
い、
紹
介
し
て
み
た。
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